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　市では、「第２次佐野市行政改革大綱」に基づき、「市民サービスの向上」「市民との協働」「行財政の

効率的運営」「組織と人事管理の見直し」を基本方針とする行政改革の取り組みを行いました。

　平成２５年度の財政効果についてお知らせします。

平成２５年度 財政効果額　１６億５, ３７２万２千円

歳出削減

９億３, １０１万円

人 件 費 ・職員数の減（１５人）

物 件 費

・指定管理者制度による効果

・公共工事のコスト縮減

・道路舗装などの共同工事による経費削減

補 助 費 ・補助金、交付金の見直し

歳入確保

７億２, ２７１万２千円

公有財産売払 ・普通財産の処分

使用料・手数料 ・下水道使用料・水道料金の見直し

主な内訳は次のとおりです。（財政効果 ＝ 歳出削減＋歳入確保）

佐野市の行政改革

■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

　平成２６年度から平成２９年度までに、本市の行政改革の指針である「第３次佐野市行政改革大綱」

の具体的な項目を推進するための実施計画に沿った財政効果目標をお知らせします。

【歳出削減】

区分 実施計画改革改善内容
歳 出 削 減 目 標 額（千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 計

人 件 費 定員適正化計画の推進 １７８，０００ １３０，０００ ― ― ３０８，０００

物 件 費

指定管理者制度の効率
的・効果的な活用

７６，０００ ７６，０００ ７６，０００ ７６，０００ ３０４，０００

スクールバス運行事業
の全面民間委託

５，０００ ５，０００ ５，０００ ５，０００ ２０，０００

農業集落排水の統合 ― ― ― ２７，０００ ２７，０００

公共工事のコスト構造
改善

６８，０００ ― ― ― ６８，０００

占有者との共同工事 ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００ ５０，０００ ２００，０００

節電対策の推進 ２６，０００ １０，０００ ― ― ３６，０００

歳 出 削 減 額 計 ４０３，０００ ２７１，０００ １３１，０００ １５８，０００ ９６３，０００

【歳入確保】

区分 実施計画改革改善内容
歳 入 確 保 目 標 額（千円）

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 計

市税収納
対　　策

市税等収納対策の推進 ２００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ２００，０００ ８００，０００

公有財産
売り払い

市有財産の有効活用 １００，０００ ４０，０００ ４０，０００ ４０，０００ ２２０，０００

使 用 料
手 数 料

下水道使用料の見直し ― ― ― １００，０００ １００，０００

歳 入 確 保 額 計 ３００，０００ ２４０，０００ ２４０，０００ ３４０，０００ １，１２０，０００
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■

問合せ＝危機管理課☎（２０）３０５６

平成２６年度 佐野市総合防災訓練を開催します
　市、防災関係機関および市民の皆さんが一体となった総合防災訓練を実施します。

　見て、体験して、防災への理解や知識を深めましょう。

【目的】　防災活動の効果的な実施と技術の向上を目的とし、さらにこの訓練を通して、市民の防災に関

する理解と意識の高揚を図ることを目指しています。

▲

日時＝１０月１９日（日）午前９時～正午（展示は９時３０分～）雨天決行

▲

会場＝田沼グリーンスポーツセンター

▲

訓練項目＝防災演技、偵察訓練、広報訓練、避難訓練、消火訓練、救出・救助訓練、各施設復旧訓練、

　　　　　　物資搬送訓練、炊出訓練、車両・パネル展示、体験コーナー ( 地震・煙 ) など

　　　　　　※内容は変更となる場合があります

消防車両やヘリコプターなどが訓練

に参加し、災害救助犬が活躍します。

また町会の代表による消火訓練や、

幼年消防クラブによる防災演技を行

います。

地域の絆で、災害につよいまちをつくりましょう～地域のコミュニティが大切です～
●地域活動に参加しよう…普段から挨拶や地域の行事に参加して、顔の見える関係づくりをしましょう。

●自分のまちを把握しましょう…ハザードマップなどを参考にしてまち歩きをしましょう。また、危険個

　所や避難場所を確認しておきましょう。

●自主防災組織に協力しよう…自主防災組織に参加して、普段から防災についての知識を高め、いざと

　いう時に地域の人々と力を合わせましょう。

　ご存知ですか？阪神・淡路大震災では、生き埋めになったり建物に閉じ込められた人のうち、専門の

救助隊に助けられたのはわずか約２％。残りの約９８％は自力や地域の人々によって救助されました。

「家族防災会議」を開催しましょう
　災害はいつ襲ってくるかわかりません。災害時には家族が協力し合うことが求められます。

　月に１回程度、家族で防災について話し合う機会を持ちましょう。

●家族防災会議のテーマ

　①家族一人ひとりの役割分担　　　②家屋の危険箇所のチェック

　③災害時の持ち出し品のチェック　④災害時の連絡方法や避難場所の確認

市ホームページで確認を　～土砂災害警戒区域や避難場所の位置を確認してください～
　土砂災害が発生した時に被害の出るおそれがある区域や避難場所、また気象情報などを市ホームペー

ジから確認することができます。台風や大雨に備えて、普段から確認しておきましょう。

※市ホームページトップ画面→左上「救急・災害・防犯」または「佐野市防災マップ」からご確認ください


